


香々地谷�

　香々地谷は、国東半島・北西部に位置し、
県道６５３号線に沿ったエリアです。	
	

　香々地谷の奥・夷地区には、霊仙寺・実相
院・六所神社が並び立つ場所があり、その修
行場・中山仙境は著名な景勝地です。約千年
前の古文書に大魔所と見える風景は国東半島
を代表します。	
	

　一方で、海に細長く突き出た長崎鼻は、海
水浴ができるだけではなく、菜の花・ヒマワ
リ畑の観賞に多くの人が訪れています。	

【公的な指定・特産品等】
・夷谷（瀬戸内海国立公園）
　中山仙境は瀬戸内海まで見渡せる好視点場。	


・中山仙境（国名勝・日本遺産）
　岩峰群を中心とする芸術的に奥深い景勝地。	
	

・岬ガザミ 植物油 ボタンボウフウ（特産）
・イワギリソウ（珍しい植物） 霊仙寺鐘楼と中山仙境	





来浦谷�

　来浦谷は、国東半島・北東部に位置し、県
道５４４号線に沿ったエリアです。	
	

　来浦谷の奥・岩戸寺地区には、修正鬼会が
行われる岩戸寺があります。黒く塗られた面
は、特徴的なデザインです。修正鬼会の終盤
には、鬼は集落を回って人々に御加持を行い、
人々は鬼をもてなします。	
	

　岩戸寺の参道には、国東塔の最高傑作・岩
戸寺宝塔や、在銘では日本最古の石造仁王な
どがあり、見どころも多くあります。	

【公的な指定等】
・修正鬼会（国無形民俗文化財・日本遺産）
　鬼が人々に幸せを届ける国東半島の法要。	


・岩戸寺宝塔（国重要文化財）
　最古の国東塔で、縦に伸びる姿は美しい。	
	

・シイタケ 甘酒（特産） 
岩戸寺鬼会面（上）	
岩戸寺宝塔（左）	


